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まちの話題　　まちの話題　

思いを新たに「仲間、自律、立志」　

中種子中学校で立志式

　

数
え
年
の
15
歳
を
祝
う
立
志
式

が
、
２
月
１
日
に
中
種
子
中
学
校

の
体
育
館
で
あ
り
、
2
年
生
59
人

（
在
籍
数
67
人
）
が
舞
台
の
上
で
、

将
来
へ
の
思
い
を
文
字
に
記
し
発

表
し
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
保
護
者
代
表
の
東
郷

伸
也
さ
ん
が
「
毎
日
を
意
識
し
て

過
ご
す
こ
と
で
、
理
想
の
将
来
に

近
づ
け
る
。
自
分
の
行
動
に
責
任

を
持
ち
、
他
人
に
思
い
や
り
を
持

ち
、
健
や
か
に
成
長
し
て
ほ
し
い
」

と
激
励
の
言
葉
を
送
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
先
生
や
保
護
者
が
見

守
る
中
、
生
徒
は
「
前
進
、
真
、

挑
戦
」
な
ど
将
来
の
夢
や
目
標
を

書
い
た
色
紙
を
掲
げ
、
一
人
一
人

が
力
強
く
誓
い
ま
し
た
。

　

生
徒
を
代
表
し
て
秋
田
沙
耶
さ

ん
が
「
学
校
生
活
や
社
会
で
さ
ら

に
大
き
く
羽
ば
た
け
る
よ
う
、
風

に
向
か
っ
て
進
ん
で
い
き
ま
す
」

と
決
意
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　

ま
た
式
典
後
に
は
、
中
種
子
養

護
学
校
教
諭
の
山
中
亮
磨
さ
ん
に

よ
る
講
演
「
夢
・
目
標
に
向
か
っ

て
「
今
」
で
き
る
こ
と
を
考
え
る
」

が
あ
り
、
学
生
時
代
に
目
標
を
立

て
な
が
ら
取
り
組
ん
だ
走
り
高
跳

び
の
、
実
演
を
交
え
た
講
演
に
、

生
徒
た
ち
は
興
味
深
く
聴
き
入
っ

て
い
ま
し
た
。

　校歌斉唱

　保護者代表の東郷さん 生徒代表の秋田さん

講演をする山中さん 　走り高跳びの実演
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Ｂクラス入りを果たす　第 31 回鹿児島県地区対抗女子駅伝競走大会
　

６
人
の
選
手
が
21
・
０
９
７

５
キ
ロ
を
襷

た
す
き
で
繋
ぐ
、
第
31
回

鹿
児
島
県
地
区
対
抗
女
子
駅
伝

競
走
大
会
が
１
月
28
日
に
霧
島

市
で
あ
り
、
昨
年
に
引
き
続
き
、

熊
毛
チ
ー
ム
が
Ｃ
ク
ラ
ス
優
勝

を
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
第
２
回
大
会
以
来
29

年
ぶ
り
と
な
る
７
位
の
好
成
績

を
収
め
、
来
年
の
Ｂ
ク
ラ
ス
入

り
も
果
た
し
ま
し
た
。

　

今
回
、
熊
毛
チ
ー
ム
は
選
手

や
ス
タ
ッ
フ
な
ど
総
勢
20
人
以

上
で
大
会
に
参
加
。
当
日
は
中

種
子
町
か
ら
も
３
人
の
選
手
が

選
ば
れ
、
新
春
の
霧
島
路
を
駆

け
抜
け
ま
し
た
。

　

大
会
は
、
序
盤
に
１
区
の
前

田
海
音
選
手
が
４
位
の
好
発
進

を
す
る
と
、
２
区
の
住
吉
蘭
選

手
ら
が
手
堅
く
襷
を
繋
ぐ
展
開
。

６
区
の
尾
方
星
華
選
手
が
、
５

区
の
双
子
の
妹
、
尾
方
瑞
月
選

手
か
ら
襷
を
受
け
取
る
と
、
区

間
成
績
３
位
と
な
る
速
さ
で
２

人
抜
き
を
し
、
チ
ー
ム
を
総
合

成
績
７
位
へ
導
き
ま
し
た
。

　

稲
子
隆
浩
監
督
は
「
日
頃
の

力
を
発
揮
で
き
た
こ
と
が
、
こ

の
結
果
に
繋
が
り
ま
し
た
。
皆

本
当
に
よ
く
頑
張
っ
て
く
れ
ま

し
た
。」
と
喜
び
を
語
り
ま
し
た
。

　喜びに沸く熊毛チーム 　霧島路を駆け抜ける
２人抜きをした
尾方星華選手（右）

伝統の黒糖作りを学ぶ　増田小学校黒糖作り体験
　

増
田
小
学
校
の
５
・
６
年
生

に
よ
る
黒
糖
作
り
体
験
が
、
２

月
６
日
に
ふ
れ
あ
い
の
里
の
黒

糖
伝
承
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

作
業
は
ま
ず
、
サ
ト
ウ
キ
ビ

を
搾
り
器
に
入
れ
る
係
、
搾
っ

た
サ
ト
ウ
キ
ビ
を
取
り
出
す
係
、

砂
糖
の
枠
板
を
準
備
す
る
係
に

分
か
れ
て
行
い
、
そ
の
後
、
全

員
で
ア
ク
取
り
、
か
き
混
ぜ
な

ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

サ
ト
ウ
キ
ビ
は
、
２
、
３
本

ず
つ
圧
搾
機
に
通
し
て
搾
り
汁

を
出
し
、
丁
寧
に
灰
汁
や
不
純

物
な
ど
を
す
く
い
取
り
な
が
ら
、

大
釜
で
時
間
を
か
け
て
煮
詰
め

て
い
き
ま
し
た
。

　

最
後
は
、
煮
詰
ま
っ
た
黒
糖

を
大
鍋
に
移
し
、
空
気
に
触
れ

る
よ
う
に
か
き
混
ぜ
た
後
、
木

の
枠
板
に
流
し
込
み
、
黒
糖
が

完
成
し
ま
し
た
。

　圧搾機に通し搾り汁を出す　灰汁や不純物をすくい取る　空気に触れるようにかき混ぜる

　枠板で形成
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昔
住
ん
で
い
た
大
阪
市
に
は

土
が
あ
り
ま
せ
ん
。
極
端
に
言

う
と
で
す
。
ベ
ラ
ン
ダ
で
植
物
を

育
て
よ
う
と
思
い
ま
し
た
が
土
が

な
い
こ
と
に
気
づ
き
、
田
舎
に
帰

省
し
た
後
輩
か
ら
土
を
お
土
産

に
頂
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ふ

と
土
が
無
く
な
っ
た
世
界
を
描
い

た
ケ
ビ
ン
・
コ
ス
ナ
ー
主
演
映
画

『
ウ
ォ
ー
タ
ー
ワ
ー
ル
ド
』
を
思

い
出
し
ま
し
た
。
そ
ん
な
こ
ん
な

で
、
家
庭
菜
園
、
そ
れ
も
無
農
薬
、

無
化
学
肥
料
の
自
然
農
法
を
今
、

挑
戦
し
て
い
ま
す
。
作
物
は
安
納

芋
、
ニ
ン
ニ
ク
、
ネ
ギ
、
白
菜
、

大
根
、
ワ
サ
ビ
な
ど
。

　

家
庭
菜
園
の
畑
は
知
人
の
大

家
さ
ん
と
、
と
あ
る
師
匠
が
所

有
し
て
い
る
２
か
所
で
す
。
と
あ

る
師
匠
は
無
農
薬
、
無
化
学
肥

料
の
自
然
農
法
で
活
躍
中
の
方
。

あ
る
日
、
畝
を
ク
ワ
で
作
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
自
然
農
法
師

匠
は
ヒ
ョ
イ
ヒ
ョ
イ
と
溝
を
作
り

な
が
ら
畝
を
盛
り
上
げ
て
い
き

ま
す
。
一
振
り
で
一
歩
、
ま
た
一

振
り
で
一
歩
進
み
ま
す
。
ひ
と
サ

イ
ク
ル
が
ヒ
ョ
イ
ヒ
ョ
イ
な
ん
で

す
。
自
分
が
や
り
ま
し
た
。
ヨ
イ

シ
ョ
ド
ッ
コ
イ
シ
ョ
…
ム
ム
ム
ム

ム
ム
。
で
、
穴
を
掘
っ
て
い
る
だ

け
で
す
。
師
匠
が
邪
魔
く
さ
そ
う

に
言
い
ま
し
た
。

「
土
は
、
土
が
知
ら
な
い
間
に
、

移
動
さ
せ
て
や
る
の
。
穴
を
あ
け

る
ん
じ
ゃ
な
い
。
移
動
…
」

　

そ
う
言
え
ば
こ
の
間
、
90
歳
の

タ
ン
カ
ン
師
匠
も
同
じ
よ
う
な
こ

と
を
言
っ
て
ま
し
た
。

「
剪
定
は
木
が
切
ら
れ
た
こ
と
が

分
か
ら
な
い
よ
う
切
り
な
さ
い
」

　

今
度
は
自
然
農
法
師
匠
に
聞

き
ま
し
た
。
無
農
薬
、
無
化
学
肥

料
の
自
然
農
法
で
り
っ
ぱ
な
野

菜
を
作
る
コ
ツ
は
？

（
師
）「
植
物
と
会
話
し
な
さ
い
。

い
ま
そ
の
植
物
が
何
を
欲
し
が
っ

て
い
る
の
か
聞
き
な
さ
い
」

（
山
）「
は
い
、
ち
な
み
に
ニ
ン
ニ

ク
さ
ん
が
、
元
気
が
な
い
よ
う
な

ん
で
す
が
、
聞
い
て
み
ま
す
」

（
山
）「（
何
か
必
要
で
す
か
）」

（
ニ
）「
…
」

（
山
）「
返
事
が
無
い
の
で
何
も
い

ら
な
い
よ
う
で
す
」

（
師
）「
わ
っ
は
っ
は
は
は
」

　

禅
問
答
の
よ
う
な
畑
い
じ
り

で
す
が
、
大
好
き
な
映
画
『
燃
え

よ
ド
ラ
ゴ
ン
』の
主
演
ブ
ル
ー
ス
・

リ
ー
が
弟
子
に
対
し
て
言
う
セ

リ
フ
を
ふ
と
思
い
出
し
ま
し
た
。

「
そ
こ
ば
か
り
見
ず
に
、
そ
の
先

に
あ
る
栄
光
を
め
ざ
し
な
さ
い
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
山
村
）

地域おこし協力隊通信（№ 17）　種子島の野菜作り

　

第
64
回
熊
毛
地
区
植
樹
祭
が
、

１
月
17
日
に
太
陽
の
里
運
動
公

園
で
あ
り
、
熊
毛
地
区
４
市
町

か
ら
約
１
３
０
人
の
関
係
者
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
林
業
功
労
者
へ

の
各
種
褒
賞
授
与
の
ほ
か
、「
木

材
の
島
外
移
出
と
地
材
建
材
の

取
組
を
推
進
し
、
島
内
産
材
の

需
要
拡
大
を
図
ろ
う
」
な
ど
５

項
目
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
採
択
さ

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
陸
上
競
技
場
横
で
は

植
樹
祭
を
記
念
し
、
早
咲
き
の

桜
37
本
が
植
え
ら
れ
ま
し
た
。

森林の有効利用と健全な育成を図る
第 64 回熊毛地区植樹祭

　桜を記念植樹

　

中
種
子
町
農
業
委
員
会
が
、

１
月
29
日
「
農
地
等
の
利
用
の

最
適
化
の
推
進
」
に
関
す
る
意

見
書
を
町
長
に
提
出
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
平
成
28
年
４
月
に

改
正
さ
れ
た
「
農
業
委
員
会
等

に
関
す
る
法
律
」
に
よ
り
行
う

も
の
で
、
意
見
書
に
は
、
①
基

幹
作
物
の
推
進
強
化
②
担
い
手

へ
の
農
地
集
積
の
促
進
③
新
規

参
入
の
促
進
④
遊
休
農
地
の
発

生
防
止
と
解
消
⑤
鳥
獣
被
害
防

止
対
策
の
推
進
・
強
化
、
に
つ

い
て
求
め
る
内
容
が
盛
り
込
ま

れ
て
い
ま
す
。

農業振興施策について意見書を提出
中種子町農業委員会

　意見書を提出する濵脇会長（中央）と
　石堂会長職務代理（右）
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陸
上
自
衛
隊
第
８
師
団
音
楽

隊
の
島
し
ょ
演
奏
会
が
１
月
26

日
に
種
子
島
こ
り
ー
な
で
あ
り
、

多
く
の
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

演
奏
会
で
は
行
進
曲
や
朗
読

劇
、
島
内
の
中
学
・
高
校
の
吹

奏
楽
部
を
交
え
た
合
同
演
奏
な

ど
が
披
露
さ
れ
、
会
場
全
体
が

一
体
と
な
っ
て
音
楽
を
楽
し
み

ま
し
た
。

　

音
楽
隊
に
は
野
間
出
身
の
近

藤
隆
志
一
等
陸
曹
も
在
籍
し
て

お
り
、
寸
劇
「
水
戸
黄
門
」
の

格
さ
ん
役
で
登
場
す
る
と
、
会

場
か
ら
拍
手
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

音楽や劇を楽しむ
陸上自衛隊第８師団音楽隊島しょ演奏会

　紙芝居「種子島の民話」

　

島
内
の
吹
奏
楽
演
奏
団
体
が

共
演
す
る
、
第
５
回
種
子
島
吹

奏
楽
祭
が
１
月
28
日
に
種
子
島

こ
り
ー
な
で
あ
り
、
ク
ラ
シ
ッ

ク
や
ポ
ッ
プ
ス
な
ど
様
々
な
音

楽
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

本
町
か
ら
は
、
種
子
島
ウ
イ

ン
ド
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
や
野
間
小

学
校
な
ど
が
出
演
。
観
客
は
手

拍
子
や
拍
手
を
し
な
が
ら
、
音

楽
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

最
後
は
、
全
団
体
と
観
客
に

よ
る
、
東
日
本
大
震
災
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
ソ
ン
グ
「
花
は
咲
く
」

の
合
唱
で
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

島内の吹奏楽演奏団体の共演
第５回種子島吹奏楽祭

　種子島ウインドアンサンブルの演奏

　音楽隊員による寸劇「水戸黄門」

　

今
年
初
め
て
の
種
子
島
子
牛

せ
り
市
が
、
１
月
25
日
と
26
日

に
種
子
島
家
畜
市
場
で
あ
り
ま

し
た
。

　

落
札
額
の
全
体
平
均
は
73
万

７
６
８
５
円
（
税
抜
）
で
、
前

回
12
月
の
せ
り
市
か
ら
６
８
７

０
円
下
が
り
ま
し
た
が
、
依
然

高
値
で
の
取
り
引
き
に
、
市
場

は
生
産
者
や
購
買
者
の
熱
気
に

包
ま
れ
ま
し
た
。

子
牛
セ
リ
市
成
績
（
中
種
子
町
）

頭
数
２
６
４
頭
、
販
売
額
１
億

９
５
５
０
万
４
０
０
０
円
、
平

均
74
万
５
４
５
円
（
税
抜
）

高値の初競り
種子島子牛せり市

　

ア
ニ
メ
ツ
ー
リ
ズ
ム
実
施
に
向

け
た
検
証
等
を
行
う
た
め
の
視
察

ツ
ア
ー
が
２
月
７
日
に
あ
り
、
台

湾
か
ら
３
人
の
イ

※

ン
フ
ル
エ
ン

サ
ー
が
招
待
さ
れ
ま
し
た
。

　

３
人
は
２
泊
３
日
の
行
程
で
島

内
を
視
察
。
町
内
で
は
、「
秒
速

５
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
」
や
「
ロ
ボ

テ
ィ
ク
ス
・
ノ
ー
ツ
」
な
ど
の
ア

ニ
メ
作
品
内
に
実
際
に
登
場
す
る

場
所
や
施
設
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

種
子
島
は
、
日
本
ア
ニ
メ
ツ
ー

リ
ズ
ム
協
会
の
「
ア
ニ
メ
聖
地

88
」
に
選
ば
れ
、
近
年
国
内
外
か

ら
の
注
目
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

種子島への誘客促進に期待
アニメツーリズム・種子島地域視察ツアー

　旧種子島空港を視察

※世間に影響力のある行動をする人の意味。３人はユー
チューブなどの情報発信で、台湾で広い影響力があります。
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九
州
南
部
に
強
い
寒
気
が
流

れ
込
ん
だ
２
月
６
日
の
早
朝
、

町
の
広
い
範
囲
に
雪
が
降
り
ま

し
た
。

　

山
沿
い
の
地
域
で
は
雪
が
積

も
り
、
う
っ
す
ら
と
雪
化
粧
の

風
景
が
広
が
り
ま
し
た
。

　

こ
の
珍
し
い
風
景
に
子
ど
も

た
ち
は
大
喜
び
。
空
港
近
く
の

み
ど
り
公
園
で
は
、
野
間
幼
稚

園
の
子
ど
も
た
ち
が
、
雪
遊
び

を
す
る
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

うっすら雪化粧
町の広い範囲に降雪

　雪で覆われた畑（県道 76 号古房付近）

　

１
月
13
日
（
土
）
に
６
年
生

を
対
象
に
し
た
種
子
島
建
築
士

会
に
よ
る
土
曜
授
業
が
、
野
間

小
学
校
で
あ
り
、
学
校
施
設
の

縮
図
作
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　

建
築
士
の
指
導
の
元
、
巻
き

尺
な
ど
を
用
い
て
実
際
に
建
物

の
外
回
り
の
長
さ
を
測
定
。
測

定
結
果
を
元
に
製
作
し
た
２
０

０
分
の
１
の
校
舎
の
縮
図
の
大

き
さ
が
、
準
備
さ
れ
て
い
た
答

え
の
図
に
重
ね
合
わ
せ
て
ぴ
っ

た
り
あ
て
は
ま
る
と
、
子
ど
も

た
ち
か
ら
は
喜
び
の
声
が
あ
が

り
ま
し
た
。

学校施設の縮図作りに挑戦
野間小学校土曜授業

　施設の周囲を測定

　

鹿
児
島
県
選
挙
管
理
委
員
会

な
ど
が
主
催
す
る
平
成
29
年
度

明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー
コ

ン
ク
ー
ル
で
、
野
間
小
学
校
４

年
生
の
鶴
薗
玲
太
郎
君
が
入
選

し
、
２
月
９
日
に
同
小
学
校
に

お
い
て
、
町
選
挙
管
理
委
員
会

の
上
妻
健
二
委
員
長
か
ら
伝
達

表
彰
が
あ
り
ま
し
た
。

　

コ
ン
ク
ー
ル
は
、
選
挙
が
明

る
く
正
し
く
行
わ
れ
る
よ
う
に
、

全
国
の
児
童
、
生
徒
を
対
象
に

行
わ
れ
、
県
内
か
ら
９
９
０
点

の
応
募
が
あ
り
、
40
点
が
入
賞

し
ま
し
た
。

選挙が明るく正しく行われるように
ポスターコンクールで入選

　

女
性
で
構
成
す
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
、
国
際
ソ
ロ
プ
チ

ミ
ス
ト
種
子
島
（
山
﨑
雅
惠
代

表
・
会
員
22
人
）
が
、
１
月

17
日
に
西
之
表
市
の
ホ
テ
ル

ニ
ュ
ー
種
子
島
に
お
い
て
、
今

春
卒
業
予
定
の
種
子
島
高
校
と

種
子
島
中
央
高
校
の
生
徒
２
人

に
、
奨
学
金
を
授
与
し
ま
し
た
。

　

奨
学
金
を
受
け
取
っ
た
牧
元

雅
さ
ん
（
種
子
島
中
央
高
校
、

看
護
専
門
学
校
へ
進
学
予
定
）

は
「
医
療
事
務
の
職
に
就
く
た

め
、
頑
張
っ
て
勉
強
し
ま
す
。」

と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

夢の実現を願い奨学金を授与
国際ソロプチミスト種子島

　左から牧元雅さん（種子島中央高校）、
　山﨑雅惠代表、下江真子さん（種子島高校）
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　各課からのお知らせ

平成 29 年度「子ども体験活動チャレンジ・キッズ」活動報告
◎お問い合わせ先　教育委員会社会教育課社会教育係㉗ 1111 内線 208

　子ども体験活動チャレンジ・キッズでは、種子
島の豊かな自然環境を利用し、多くの人々との交
流を通し様々な体験活動を行うことで、子ども達
の個性や創造性を深め、健康で豊かな人間形成を
目指すことを目的に活動しています。
　様々な分野で活躍されている地域住民の方々に
ご協力いただき、多様な体験プログラムを実施し
ました。
　本年度は、20 名の異年齢集団で年間プログラ
ムを実施し、協調性や自主性の向上を図り、仲間
と協力し行動することの大切さを学びました。
　４月　開講式「オリエンテーション」
　７月　河川体験
　８月　屋久島ネイチャー・ツアー（２泊３日）

１０月　歴史を学ぼう「移動博物館がやってき
　　　　た！」
１１月　フラワーアレンジメント
　１月　そば打ち体験
　２月　お別れチャレンジ・キッズ 

　そば打ち体験

消防自動車の公売を行います
◎お問い合わせ先　役場総務課消防交通係㉗ 1111 内線 222

　町では、下記物件について公売を行います。
　希望者はお問い合わせの上、入札に参加してく
ださい。
※入札に参加できる者は、町内に居住又は事務所
を有し、町税、国民健康保険税の滞納が無い個人
または法人・団体とし、入札日に納税証明書を提
出することとします。
■物件名　消防自動車
　取得年月日 　平成７年 12 月７日
　用途 　特種
　車体の形状 　消防車
　型式 　KC-FD1JGBA
　乗車定員 　７人
　総排気量 　7.96L
　燃料の種類 　軽油
　一時抹消登録日 　平成 30 年３月
　備考 　走行距離 9,562km

※町会計規則第 78 条の規定による公売です。
※真空不能のため吸水管での揚水ができません。
※一時抹消登録済のため、落札された方は牽引等
で移動していただくことになります。落札後の一
切の経費について町は負担しません。
※最低売却価格 50,000 円（税抜）以上の価格で
最高額の入札をした人を落札者とします。
※落札者は「中種子町消防団」などの文字を消去
し、車両正面の団シンボルマーク・分団表示板・
拡声器付赤色回転灯を必ず撤去してください。
■物件展示期間および場所
　平成 30 年３月 19 日（月）～ 30 日（金）
　午前９時～午後５時（土日祝祭日は除く）
　中種子町消防団　中央分団詰所
■入札日時および場所
　平成 30 年４月 10 日（火）午前 10 時より
　中種子町役場　防災センター１階　第１会議室
■代金の納入方法　代金（入札金額に消費税を加
算した金額）の納入は、納付書をもって納入。
■受け渡し方法　落札物件は、納入確認後、鍵、
一時抹消通知書と一緒にお渡しします。
■その他　上記以外については、町条例および規
則に定めるところによります。
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各課からのお知らせ　　各課からのお知らせ

みんなで守ろう、種子島のさとうきびを！
◎お問い合わせ先　役場農林水産課農政係㉗ 1111 内線 253

平成 30 年度交通災害共済の申し込みを開始します
◎お問い合わせ先　役場総務課消防交通係㉗ 1111 内線 222

交通災害共済に家族みんなで加入しましょう！
（ひとり年額 500 円）
○交通災害共済は、１人年間 500 円の掛金で、
交通事故が原因で傷害を受けた場合に災害見舞金
が給付される制度です。
○日本国内での接触・衝突・転覆等の交通事故（自
損事故を含む）に遭われて、それが原因で身体に
傷害を受けた場合です。なお、身体の傷害には精
神の障害は含みません。
○治療実日数は７日以上。

○災害見舞金の請求は、事故発生日から２年以内。
○共済期間は平成 30 年４月１日から平成 31 年
３月 31 日まで。ただし４月１日以降に加入され
た方は、役場で受理した日の翌日から平成 31 年
３月 31 日まで。
○各集落長および班長を通じて、加入手続きをし
ます。
　なお、集落未加入者の方は、３月 16 日までに
役場総務課へ直接お申し込みください。

平成 30 年度「ふれあい農園」の利用者募集について
◎お問い合わせ先　公共施設管理公社㉗ 3800

　町民の皆さまにふれあい農園を４月から１年間
貸し出します。ご希望の方はお問い合わせくださ
い。
　なお、申込者が募集区画を上回った場合は、先
着順とします。利用する際は他の利用者の迷惑に
ならないようお願いいたします。
■区画数　　14 区画（１区画は 10㎡）
■貸付条件　町内在住者とする
■貸付期間　
　平成 30 年４月１日～平成 31 年３月 31 日ま
での１年間
■使用料　　１区画あたり 1,620 円（消費税込み）

■貸付農地遵守事項
①野菜および草花（１年草）の栽培に限ります。
②工作物等の設置はできません。
③営利目的の栽培はできません。
④貸付農地を転貸することはできません。
⑤貸付期間が終了したら、管理公社に返すこと。

　種子島の基幹作物・さとうきびの栽培面積が年々減ってきています。
　これ以上減少すると、島の農業、島の経済は大変危機的な状況になり、
島民の皆さんの暮らしにも大きな打撃を与えます。
　種子島を守るために、春植え新植面積を増やしましょう。

種子島のさとうきび栽培面積の推移（単位：㌶）
年　産 平成 29 年 平成 28 年 平成 27 年 平成 26 年 平成 25 年
面　積 2,290 2,404 2,513 2,705 2,710

※直近５か年で、420 ヘクタール減少しています。
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　各課からのお知らせ

森林の伐採・土地の取得には届け出を
◎お問い合わせ先　役場農林水産課林務水産係㉗ 1111 内線 202

■立木を伐採するときは事前の届出が法律で義務
づけられています　
　伐採および伐採後の造林の届出は、森林の伐採
および伐採後の造林が町の森林整備計画に適合し
て適切に行われ、健全で豊かな森林を作ることが
できるよう届け出していただくものです。
　届出は、森林保有者や立木を買い受けた方が行
います。ただし、立木を伐採する方と、伐採後の
造林を行う方が異なる場合は、連名で提出します。
　伐採を始める 90 日前から 30 日前までに、届
出を行います。届出をしないで伐採を行うと、
100 万円以下の罰金に処せられます（森林法第
207 条）。
■森林の土地を取得したときは届出を
　平成 23 年 4 月の森林法改正により、平成 24
年 4 月以降、森林の土地の所有者となった方は、
町長への事後届出が義務付けられました。
　これは、森林の所有者が分からないと、①行政
が森林所有者に対して助言等ができない②事業体
が間伐等をする場合に所有者に働きかけて森林を
集約化し効率を上げられないとのことから、森林
の土地の所有者の把握を進めるため、森林法改正
により設けられました。
　なお、この届出により、森林の土地の所有権の
帰属が確定されるものではありません。
●届出が必要な場合
　個人か法人かによらず、売買契約のほか、相続、

贈与、法人の合併などにより、森林の土地を新た
に取得した場合に、事後の届出として森林の土地
の所有者届出が必要です。面積の基準はありませ
んので、面積が小さくても届出の対象となります。
　ただし、国土利用計画法に基づく土地売買契約
の届出を提出した場合には、森林の土地の所有者
届出は不要です。
●届出の方法
　所有者となった日から 90 日以内に、取得した
土地が町内の場合は、町長に届出を行います。相
続の場合、財産分与がされていない場合でも、相
続開始の日から 90 日以内に、法定相続人の共有
物として届出をする必要があります。
　届出の際は、届出書に①その森林の土地の位置
を示す図面（任意の図面に大まかな位置を記入）
②その森林の土地の登記事項証明書（写しでもよ
い）、または、土地売買契約書、土地の権利書の
写しなど権利を取得したことが分かる書類を添付
してください。
　届出をしない、または虚偽の届出をしたときは、
10 万円以下の過料が科せられることがあります。

平成 30 年度集団健診の受診申し込みについて
◎お問い合わせ先　役場町民保健課国保年金係㉗ 1111 内線 220

　特定・長寿健診、がん検診等の受診案内を３月
中旬までに各世帯へ配布します。
　各申込書に記入のうえ、集落長を通じて町民保
健課へ提出してください。
　集落未加入の方は、直接町民保健課に提出して
ください。
■提出期限　３月 26 日（月）

■健診日時　
　５月 30 日（水）～６月８日（金）の 10 日間

　　　　　　　　　　　　自分のために、
　　　　　　　　　　　　家族のために、
　　　　　　　　　　　　年に１回、
　　　　　　　　　　　　健診をうけましょう！
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各課からのお知らせ　　各課からのお知らせ

国民健康保険各種手続きについて
◎お問い合わせ先　役場町民保健課国保年金係㉗ 1111 内線 220

　就職や転入・転出等をした方は、国保の手続きが必要です。
　国保資格の取得や喪失など、変更があった方は速やかに町民保健課まで
届け出をお願いします。
◆届け出には個人番号の記入が必要ですので、「個人番号・通知カード」を
ご持参ください。
◆４月から新制度になりますが、保険証は現在のまま使用できます。各種手続も変更ありません。

届け出が必要な場合 届け出に必要なもの
国保に加入するとき
　①他の市区町村から、転入してきたとき
　②職場の健康保険をやめたとき
　③子どもが生まれたとき
　④生活保護を受けなくなったとき

　①他の市区町村の転出証明書、印鑑
　②社会保険等をやめた証明書、印鑑
　③保険証、印鑑
　④生活保護廃止決定通知書、印鑑

国保をやめるとき
　①他の市区町村へ転出したとき
　②職場の健康保険に加入したとき
　③生活保護を受けるとき
　④死亡したとき

　①保険証、印鑑
　②国保と社会保険証、印鑑
　③保険証、保護決定通知書、印鑑
　④保険証、死亡を証明するもの、印鑑

そのほかの手続き
　①住所・氏名・世帯主が替わったとき
　②保険証をなくしたり、汚したとき
　③就学など、子どもが他の市区町村に住むとき

　①保険証、印鑑
　②保険証、身分を証明するもの、印鑑
　③保険証、在学証明書等、印鑑

春の火災予防運動について
◎お問い合わせ先　中種子分遣所㉗ 0119

「春の火災予防運動」３月１日（木）～７日（水）
防犯標語「火の用心　ことばを形に　習慣に」
　春の季節は、空気が乾燥し季節風が強く、火災
が発生しやすくなります。
　火の元・火の取り扱いには十分に注意し、大切
な命と財産を火災から守りましょう。

オーギ（サトウキビ）のハカマ焼きに注意！
　ハカマ焼きをする時は、次のことに注意をしま
しょう。
①消防署に届け出を行ってから焼却をしましょう。
②２人以上で、小分けをして焼却しましょう。
③噴霧器など消火用具を事前に準備しましょう。
④作業服は燃えにくいものを着用しましょう。
⑤風の強い日は焼却しないようにしましょう。
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　各課からのお知らせ

救急車の利用とサイレンについて
◎お問い合わせ先　中種子分遣所㉗ 0119

　119 番通報で救急車を要請する際に、「サイレ
ンは鳴らさないで来てほしい」と要請されること
があります。
　救急車は、道路交通法により緊急車走行時は赤
色警告灯とサイレンを鳴らすように決められてい
ます。救急車を必要とする傷病者の元へ一刻も早

く安全に到着し、一刻も早く医療機関へ迅速に収
容するため、町民皆さまのご理解とご協力をお願
いいたします。

税の納付について
◎お問い合わせ先　役場税務課管理収納係㉗ 1111 内線 236

　平成 29 年度分のすべての税の納期限が過ぎて
います。
　納期限を過ぎると督促手数料のほか、延滞金も
発生する場合があります。
　また、善良な納税者との均衡を保つため、財産
調査を行ったうえで預貯金・生命保険・給与等の
差し押さえ、捜索による債権・動産の差し押さえ
も実施しています。そのほか町行政サービスの一

部制限等があります。
　やむを得ない事情で納期
限内の納付が困難な方は、
お早めにご相談下さい。

引っ越しの際は住所の異動手続きを忘れずに！
◎お問い合わせ先　役場町民保健課戸籍住民係㉗ 1111 内線 214・237

　住民票の住所の異動届（転出届・転入届・転居
届など）は、国民健康保険、国民年金、選挙人名
簿への登録などにつながる大切な手続きです。
　入学、就職、転勤等による引っ越しで、住所を
異動される方は、忘れずに手続きをお願いいたし
ます。
■他の市区町村に転出・転入をされる場合

【引越前の市区町村】転出前に転出届を提出して、
転出証明書を受け取る

【引越先の市区町村】転入した日から14日以内に、
転出証明書を添えて転入届を提出
■同一の市区町村で転居される場合

【お住まいの市区町村】転居した日から 14 日以
内に、転居届を提出

　また、「マイナンバー通知カード」「マイナンバー
カード」「住民基本台帳カード」の住所変更の届
け出も合わせてお願いいたします。

　　　　　　　　　　　　　　←マイナンバー
　　　　　　　　　　　　　　　通知カード

　　　　　　　　　　　　　　←マイナンバー
　　　　　　　　　　　　　　　カード
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各課からのお知らせ　　くらしの情報　information

３月１日から８日までは「女性の健康週間」です
◎お問い合わせ先　中種子町保健センター㉗ 1133

　女性が生涯を通じて健康で明るく、充実した
日々を自立して過ごすことを総合的に支援するた
め、厚生労働省は毎年３月１日から８日までを「女
性の健康週間」と定め、女性の健康づくりを国民
運動として展開することとしています。
■女性の「こころ」と「からだ」の変化
　女性は、思春期、性成熟期

（妊娠・出産期）、更年期、老
年期と、生涯を通じて女性ホ
ルモンのバランスが大きく変
動し、その影響で心と体に様
々な変化が生じます。
※更年期の不調緩和に役立つ大豆製品について、
16 ページに掲載していますのでご覧ください。
■女性ホルモンと生活習慣病
　女性ホルモンが充分に分泌している間、女性の
からだは次のような働きによって守られていま
す。

① 内臓脂肪を分解しやすくする、減らす
② 食欲を抑制する
③ 悪玉コレステロールの働きを抑える
④ 血管を柔らかくして弾力を保つ
　しかし、女性ホルモンが急激に減少し閉経をむ
かえる頃、更年期障害や動脈硬化を伴う生活習慣
病、骨粗しょう症などさまざまな病気のリスクに
さらされます。
■年に１度の健康チェックを

【４月中旬】女性がん検診
◇子宮頸がん検診
◇ 乳がん検診

【５～６月】集団健診
◇特定健診・各種がん検診
◇骨粗しょう症検診　等
　町では、毎年各種健診を実施しています。
　年に１度は健康チェックをして、自分のからだ
について知りましょう。

　スポーツ大会の結果　

献血について
◎お問い合わせ先　中種子町保健センター㉗ 1133

わずか 40 分で助かる命があります。
「献血」から生まれる “ 愛の贈りもの ” が尊い命

を救います。
　血液は栄養や酸素の運搬、免疫など人間の生命
を維持するために欠くことのできない機能です。
　現在、血液の機能を完全に
代替できる手段は存在しませ
ん。そのため、医療において
輸血は欠かすことができない
治療法となっています。
　血液は、長期間保存することもできないため、
輸血に必要な血液をいつでも十分に確保しておく
ためには、絶えず誰かの血液が必要となります。
　本町においても、次の日程で献血を実施します
ので、町民の皆様のご協力をお願いいたします。

■日時　
　平成 30 年３月５日（月）
　　午前８：30 ～午前 11：45
　　午後１：00 ～午後４：30
　平成 30 年３月６日（火）
　　午後１：30 ～午後４：30
　※変更になる場合があります。
■場所　
　中種子町中央公民館
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　くらしの情報　information

「法定相続情報証明制度」が始まりました
　法務局では、法定相続人が誰であるのかを
登記官が証明する「法定相続情報証明制度」
を平成 29 年５月 29 日（月）から開始しました。
　相続手続では、お亡くなりになられた方の
戸籍謄本等の束を、相続手続を取り扱う各種
窓口に何度も出し直す必要があります。
　法定相続情報証明制度は、登記所（法務局）
に戸籍謄本等の束を提出し、相続関係を一覧
に表した図（法定相続情報一覧図）を併せて
提出いただければ、登記官がその一覧図に認
証文を付した写しを無料で必要な通数を交付

する制度です。
　その後の相続手続では、この法定相続情報
一覧図の写しを御利用いただくことで、戸籍
謄本等の束を何度も出し直す必要がなくなり
ます。また、各手続の審査期間の負担も軽減
されますので、是非とも御利用ください。
　制度の詳細は、法務省
ホームページでご覧くだ
さい。

■お問い合わせ先
　鹿児島地方法務局種子島出張所㉒ 0668
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生涯学習だより　　生涯学習だより　

国指定重要文化財古市家住宅企画展
　国の重要文化財である古市家住宅において、「古
市家のひなまつり」と題し、ひな飾りの展示を行
います。
　深い色調の古市家住宅を、赤や黄色のひな飾り
が鮮やかに彩り、幻想的な雰囲気を醸し出します。
　ぜひご来場ください。
■日　時　２月 17 日（土）～３月 11 日（日）
　　　　　午前９時 30 分～午後４時
■場　所　古市家住宅（坂井公園内）
■入場料　無料

■内　容　ひな人形七段飾り
　　　　　つるし雛・ひょうたん人形展示
 

「古市家住宅のひなまつり」について
◎お問い合わせ先　役場社会教育課文化係㉗ 1111 内線 208
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●西郷隆盛 53 の謎　
　（著者：原口泉）
●鳥さんぽをはじめよう
　（著者：鳥くん）
●女の子が生きていくときに、覚えて
いてほしいこと
　（著者：西原理恵子）
●君たちはどう生きるか
　（著者：吉野源三郎）
●鳥獣戯画を読みとく
　（著者：五味文彦）
●なみきビブリオバトル・ストーリー
　（著者：赤羽じゅんこ）
　　　　　　　　　　　　　　　など

新刊の検索は中種子町図書室のホームページで（http://www.nakatane-library.jp/）

図書だより　
93 冊（一般書 46 冊、児童書 47 冊）の新刊が入りました !!
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　生涯学習だより　
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旭
　
町
　
八
汐
　
眞
弓

嫁
さ
ん
の
笑
顔
に
勝
る
も
の
は
無
し
苦
労
の
日
々
を

笑
っ
て
く
れ
る　
　
　
　
　

旭
　
町
　
白
木
　
民
子

正
月
に
皆
で
囲
み
し
丸
テ
ー
ブ
ル
は
数
珠
玉
の
ご
と

笑
顔
を
繋
ぐ　
　
　
　
　
　

上
　
方
　
古
市
シ
ゲ
子

『
つ
ま
べ
に
　
詠
草
』

資
料
館
だ
よ
り
（
４
６
６
号
）

無
病
息
災
を
願
っ
て

　

立
春
の
節
分
前
の
２
月
２
日
、

子
ど
も
た
ち
の
１
年
間
の
無
病

息
災
を
願
っ
て
、
中
央
保
育
所

で
豆
ま
き
会
が
あ
り
ま
し
た
。

　

前
半
の
出
し
物
や
合
唱
な
ど

で
は
笑
顔
を
見
せ
た
子
ど
も
た

ち
で
し
た
が
、
後
半
の
豆
ま
き

で
赤
鬼
と
青
鬼
が
登
場
す
る
と

表
情
が
一
変
。
年
上
の
子
ど
も

た
ち
は
何
と
か
豆
ま
き
が
出
来

た
も
の
の
、
多
く
の
子
ど
も
た

ち
は
怖
さ
で
園
内
を
逃
げ
惑
い
、

建
物
や
家
具
の
陰
に
隠
れ
て
い

ま
し
た
。

　

最
初
優
勢
だ
っ
た
鬼
た
ち
は
、

や
が
て
子
ど
も
た
ち
の
豆
と
泣

き
声
の
力
、
そ
れ
に
体
力
の
限

界
で
、
園
外
へ
退
散
し
て
い
き

ま
し
た
。
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外来診療について　　　　　　　　　　　　　　管理課　　公立種子島病院(㉖ 1230

　

日
頃
よ
り
当
院
の
運
営
に

対
し
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を

い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

さ
て
、
平
成
30
年
４
月
１

日
よ
り
、
新
た
な
常
勤
医
師

と
し
て
、
南
種
子
町
出
身
の

徳
永
正
朝
先
生
が
赴
任
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

小
児
科
が
専
門
の
先
生
に

な
り
ま
す
の
で
、
公
立
種
子

島
病
院
に
新
た
に
小
児
科
が

新
設
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　

詳
し
い
診
療
体
制
等
に
つ

い
て
は
後
日
病
院
内
に
掲
示

し
ま
す
の
で
、
確
認
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
27
年
10
月
か

ら
今
日
に
至
る
ま
で
、
本
院

の
運
営
に
対
し
貢
献
し
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
し
た
小
原

俊
一
先
生
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
３
月
31
日
を
も
ち
ま
し

て
退
職
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　

３
月
16
日
が
診
療
最
終
日

に
な
り
ま
す
の
で
、
患
者
の

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
ご

理
解
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　

先
月
ま
で
に
県
内
は
も
と

よ
り
島
内
、
町
内
に
お
い
て

も
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行

し
ま
し
た
が
、
こ
の
先
季
節

の
変
わ
り
目
も
や
っ
て
き
ま

す
。
体
調
を
崩
さ
ぬ
よ
う
体

調
管
理
を
し
っ
か
り
と
し
て

い
た
だ
き
、
元
気
な
日
々
を

お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

　
　

　食生活改善推進員コーナー 　大豆製品を摂り不調を緩和
　

40
歳
代
後
半
か
ら
50
歳
代

後
半
の
女
性
に
表
れ
る
更
年

期
症
状
で
す
が
、
こ
の
こ
ろ

は
、
女
性
ホ
ル
モ
ン
の
エ
ス

ト
ロ
ゲ
ン
の
分
泌
量
が
減
る

こ
と
で
ホ
ル
モ
ン
バ
ラ
ン
ス

が
崩
れ
、
の
ぼ
せ
や
発
汗
、

冷
え
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
症
状

が
表
れ
ま
す
。
ま
た
、
基
礎

代
謝
量
が
低
下
す
る
年
代
で

も
あ
る
た
め
、
過
食
に
十
分

注
意
し
て
バ
ラ
ン
ス
の
良
い

食
事
を
心
が
け
、
野
菜
や
果

物
か
ら
ビ
タ
ミ
ン
を
摂
り
、

女
性
の
更
年
期
の
不
調
緩
和

に
役
立
つ
大
豆
製
品
も
摂
り

ま
し
ょ
う
。

　

大
豆
に
含
ま
れ
る
イ
ソ
フ

ラ
ボ
ン
は
、
体
内
で
エ
ス
ト

ロ
ゲ
ン
と
同
じ
よ
う
な
働
き

を
す
る
の
で
、
日
常
的
に

摂
取
す
る
こ
と
で
こ
の
働
き

を
補
う
効
果
が
期
待
で
き
ま

す
。
イ
ソ
フ
ラ
ボ
ン
の
目
安

量
は
50
㎎
で
す
。
こ
れ
は
、

納
豆
１
パ
ッ
ク
、
豆
腐
１
／

２
丁
に
あ
た
り
ま
す
。

　

今
回
は
、
こ
の
大
豆
を
使

用
し
た
レ
シ
ピ
を
紹
介
し
ま

す
。

料
理
方
法

①
米
は
洗
っ
て
炊
飯
器
に
入

れ
、
い
つ
も
通
り
の
水
加
減

に
す
る
。

②
大
豆
は
さ
っ
と
洗
っ
て
水

気
を
ふ
き
、
フ
ラ
イ
パ
ン
で

５
分
程
炒
っ
て
①
に
加
え
炊

く
（
炒
っ
た
大
豆
は
炊
く
直

前
に
加
え
る
）。

③
か
ぶ
は
１
㎝
角
に
し
、
葉

は
小
口
切
り
に
す
る
。
ボ
ウ

ル
に
入
れ
塩
を
ふ
り
軽
く
混

ぜ
る
。

④
②
が
炊
き
あ
が
っ
た
ら
③

を
加
え
混
ぜ
、
茶
碗
に
盛
る
。

※
日
本
食
生
活
協
会
テ
キ
ス
ト
参
考

「炒り大豆とかぶのごはん」（２人分）
　米 1 合　
　大豆 30g　
　かぶ 1 個　
　かぶの葉 40g　
　塩 少々　

１人分（ｴﾈﾙｷﾞｰ 340kcal、たんぱく質 10.6g、脂質 4.0g、食物繊維 4.4g、食塩 0.4g）

｛
女
性
の
健
康
に
関
す
る
相

談
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま

す　
　

妊
娠
（
予
期
し
な
い
妊
娠

を
含
む
）
や
出
産
、
子
育
て
、

Ｄ
Ｖ
、
更
年
期
な
ど
、
女
性

の
心
と
体
の
健
康
に
関
す
る

相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
相

談
は
無
料
で
す
。

●
県
助
産
師
会

(
０
９
９
（
２
１
０
）
７
５
５
９

受
付
時
間　

火
・
木
・
土
・

日
曜
日
の
午
前
10
時
～
午
後

６
時

●
各
県
保
健
所

　

電
話
や
面
接
に
よ
る
相
談

を
行
っ
て
い
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、県
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
下

記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。（
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内

「
女
性
健
康
支
援
セ
ン
タ
ー
」

で
検
索
）

■
お
問
い
合
わ
せ
先

県
子
ど
も
福
祉
課

(
０
９
９
（
２
８
６
）
２
７
７
５
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イ
プ
シ
ロ
ン
ロ
ケ
ッ
ト

　
　
　
　
　
　
打
ち
上
げ
成
功
！

　

２
０
１
８
年
１
月
18
日
（
木
）

内
之
浦
宇
宙
空
間
観
測
所
か
ら
高

性
能
小
型
レ
ー
ダ
衛
星
（
Ａ
Ｓ
Ｎ

Ａ
Ｒ
Ｏ
｜

２
）
を
搭
載
し
た
イ
プ

シ
ロ
ン
ロ
ケ
ッ
ト
３
号
機
が
打
ち

上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　　

イ
プ
シ
ロ
ン
ロ
ケ
ッ
ト
３
号
機

は
正
常
に
飛
行
し
、
打
ち
上
げ
か

ら
約
52
分
35
秒
後
に
予
定
の
軌
道

で
Ａ
Ｓ
Ｎ
Ａ
Ｒ
Ｏ
｜

２
を
分
離
、

打
ち
上
げ
は
無
事
成
功
し
ま
し

た
。

　

ま
た
、
イ
プ
シ
ロ
ン
ロ
ケ
ッ
ト

３
号
機
の
軌
跡
が
、
夜
光
雲
（
や

こ
う
う
ん
）
と
し
て
各
地
で
観
測

さ
れ
ま
し
た
。

ロ
ケ
ッ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
開
催

　

３
月
８
日
（
金
）
～
10
日
（
土
）、

種
子
島
宇
宙
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
、
第
14
回
種
子
島
ロ
ケ
ッ
ト
コ

ン
テ
ス
ト
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

全
国
の
高
校
生
・
大
学
生
が
自

分
た
ち
で
製
作
し
た
モ
デ
ル
ロ

ケ
ッ
ト
を
打
ち
上
げ
、
で
き
る
だ

け
長
く
空
中
に
滞
在
し
、
か
つ
発

射
点
近
く
に
着
地
で
き
る
か
を
競

い
ま
す
。

　

見
学
は
ど
な
た
で
も
で
き
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
足
を
運
ん
で
み
て
く

だ
さ
い
。
　

イ
ベ
ン
ト
の
お
知
ら
せ

　　

宇
宙
科
学
技
術
館
で
は
、
来
館

者
に
科
学
実
験
実
演
等
を
通
し

て
、
宇
宙
開
発
を
身
近
に
感
じ
て

も
ら
い
、
関
心
と
理
解
を
深
め
て

も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
サ

イ
エ
ン
ス
シ
ョ
ー
」
を
３
月
22
日

（
木
）
～
23
日
（
金
）
に
開
催
予

定
で
す
。
参
加
費
は
無
料
と
な
り

ま
す
の
で
ご
興
味
あ
る
方
は
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

　

参
加
方
法
等
の
詳
し
い
内
容
に

つ
き
ま
し
て
は
、
宇
宙
科
学
技
術

館
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

特
別
公
開
延
期
の
お
知
ら
せ

　

例
年
春
頃
に
開
催
し
て
い
た
特

別
公
開
で
す
が
、
今
春
は
セ
ン

タ
ー
内
の
施
設
作
業
と
重
複
す
る

た
め
公
開
で
き
る
施
設
が
一
部
に

限
定
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
年
に

一
度
、
普
段
は
見
る
こ
と
が
で
き

な
い
施
設
ま
で
公
開
で
き
る
イ
ベ

ン
ト
で
も
あ
る
た
め
、
セ
ン
タ
ー

内
で
検
討
し
た
結
果
、
今
年
は
開

催
時
期
を
延
期
す
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

　

延
期
後
の
日
程
は
11
月
～
12
月

を
予
定
し
て
お
り
ま
す
が
、
詳
細

が
決
ま
り
次
第
、
改
め
て
お
知
ら

せ
い
た
し
ま
す
。
本
イ
ベ
ン
ト
を

楽
し
み
に
し
て
い
た
方
々
に
は
謹

ん
で
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

宇宙センターだより 宇宙科学技術館　(㉖ 9244
（http://www.jaxa.jp/）

地域包括支援センターだより ◎お問い合わせ先
(㉗ 1223

「元気度アップなかたねポイントカード」のポイ
ント交換はお済みですか？　
　お持ちのポイント数が 10 ポイント以上の方は
商品券との交換が出来ますので，ぜひ期間内に窓
口へお越しください。今年度最後の交換です。
■交換期間
　平成 30 年 3 月 26 日（月）～ 30 日（金）
　午前 9 時から午後 5 時まで
■交換窓口
　福祉環境課

＜ご注意ください！＞
　交換をしなかったポイントは翌年度への繰越で
きますが，1 年間 (4 月から 3 月 ) で商品券に交
換できる上限を超えて交換することは出来ません
ので，交換が可能なポイントは出来る限り年度内
に交換されることをお勧めします。
●ポイントの年間上限数　　100 ポイント
●商品券交換の年間上限額　　5,000 円
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婚姻・出生・死亡届
●寄附のお礼
　亡くなられた方々のご家族から、社会福祉協議
会へ金一封が寄せられました。これらの善意に感
謝するとともに、謹んで故人のご冥福をお祈り申
し上げます。（敬称略）
光　　一子 （春　田） 酒井　威和夫（横　町）
日髙　信幸 （伊　原） 知念　義雄 （西之山）
森口　哲雄 （上　方） 北山　壽美子（広ケ野）
南　　増雄 （秋佐野） 牧口　和子 （原之里）

社協だより

暮らしのうごき
人口の動き

総人口 8,116 人 (   -2) 出生 2 人

男　性 3,850 人 (   -4) 死亡 15 人

女　性 4,266 人 (  +2) 転入 23 人

世帯数 4,317 戸 (  +2) 転出 11 人

※（　）は前月との比較（1 月末現在）

火事・救急
火事・救急 ( 町内）　1 月中

火　事 1 件 うち建物 0 件

救　急 28 件 うち急病 20 件

交通事故
交 通 事 故 町内 島内

発生件数 0 件 ( 0) 2 件 ( 0)

死 者 数 0 件 ( 0) 0 件  ( 0)

負傷者数 0 件 ( 0) 3 件 ( +1)

※平成 30 年 1 月、(　) は前年同時期比較

戸 籍 の 窓
平成 30 年 1 月受付分

（承諾書をいただいた方のみ掲載）

いつまでもお幸せに
日付 名前 集落

12/24　
日髙　要輔 東之町

大脇　小百合 南種子町

1/1 　
八汐　洋 栄　町

松下　飛鳥 春　田

1/11　
豊　政博 竹屋野

関　香代子 古　房

1/17　
遠藤　浩平 伏之前

立石　海希 南種子町

こんにちは赤ちゃん
女の子 名前 両親 集落

12/25 木下　凛
りん

香
か

隆治・なるみ 西之山

おくやみ申しあげます
名前 集落 年齢

1/2 中野　アヤ 郡　原 93 歳

1/3 光　満義 春　田 85 歳

1/5 酒井　フミエ 横　町 91 歳

1/9 鎌田　和彦 畠　田 44 歳

1/11 福留　光雄 旭　町 75 歳

1/15 日髙　久代 伊　原 93 歳

1/15 知念　朝吉 西之山 74 歳

1/17 向井　義之 向井町 39 歳

1/27 鮫島　勝 満足山 85 歳

1/29 大山　ミヤ 伊　原 85 歳

1/29 日髙　シズ 田　島 103 歳

1/29 南　ハツミ 秋佐野 91 歳

1/30 中村　武雄 伊　原 81 歳

｛
｛
｛
｛

収入保険制度が導入されます
　全ての農業経営品目を対象とし、農業経営全
体をカバーする収入保険制度がスタートしま
す。加入申請の受付は今年秋から始まる予定で
すので、詳しくはお問い合わせください。
○対象は、青色申告を行っている農業者
○自然災害だけでなく、価格低下等もサポート
○品目の限定は基本的に無し
○保険料 50％、積立金 75％の国庫補助あり
■お問い合わせ先
　県農業経済課099(286)3134
　または、お近くの農業共済組合等へ
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「なかたねお知らせ版」　3月 1日～ 31日
保健センター　すこやかカレンダー

日 行　事

1（木）ぽかぽか教室 13:00~

5（月）献血

6（火） 献血（午後）

9（金） 母子手帳交付 13:00~

15（水）乳幼児健診

23（金）母子手帳交付 13:00~

28（水）マタニティ教室【種子島産婦人科医院】
お産・母乳 13:00~

乳幼児健診　3 月 15 日（木）
保健センターで実施

対象者 受付時間 生年月日

6 ～ 8 か 月 児 09:00~09:15 H29. 7.18　～　H29. 9.14 

もうすぐ 1 歳児 9:30~ 9:45 H29. 3.15　～　H29. 4.14

1 歳 6 か 月 児 12:45~13:00 H28. 6.21　～　H28. 9.14

2 歳 児 12:45~13:00 H27.12.21　～　H28. 3.14

予防接種　
接種場所は各医療機関となります。

接種種類 接種期間 接種可能対象者

四種混合 2 月 26 日～ 3 月 3 日 生後 3 か月～ 90 か月

B C G 3 月 5 日～ 3 月 10 日 生後 3 か月～ 12 か月

日本脳炎
1 期 3 月 12 日～ 3 月 17 日

H24.4.2 ～ H26.4.1

日本脳炎
2 期 H19.4.2 ～ H20.4.1

ＭＲ混合
１ 期 3 月 19 日～ 3 月 24 日

生後 12 か月～ 24 か月

ＭＲ混合
２ 期 H23.4.2 ～ H24.4.1

二種混合 3 月 26 日～ 3 月 31 日 H17.4.2 ～ H18.4.1

成 人 用
肺炎球菌 4 月 1 日～ 3 月 31 日 対象者には通知

※今回ご案内していない接種可能対象者で、接種を希
望される方は、保健センターへお問い合わせください。

行事・イベントなど
日 行　事

1（木）種子島中央高等学校卒業式

6（火）町議会初日（～ 23（金））

7（水）こころの劇場劇団四季公演「ガンバの大
冒険」【種子島こりーな】13:30 ～

13（火）中種子中学校卒業式

16（金）中種子養護学校卒業式

17（土）中央幼児園卒園式
野間幼稚園卒園式

22（木）町内各小学校卒業式

24（土）中央保育所卒園式
中央公民館図書室おはなし会 10:30 ～

包括支援センター　介護予防事業
いきいき健康体操教室
毎週水曜日　9:30 ～　中央体育館

公立種子島病院（㉖ 1230）
各科 診察日

眼 科 5（月）、6（火）、19（月）、20（火）

耳鼻咽
喉 科 1（木）、15（木）、29（木）

整 形
外 科 毎週火曜日

消化器
外 科

毎週月曜日（午後）、火曜日、水曜日（午前）
※ 12 日は祝日のため休診

休日在宅医当番表
日 病院・医院名

4（日） 公立種子島病院 ㉖ 1230

11（日） 種子島医療センター ㉒ 0960

18（日） 種子島医療センター ㉒ 0960

21（水） 百合砂診療所 ㉘ 3901

25（日） 種子島医療センター ㉒ 0960

子育て支援センターおひさま（保育所内）
未就園児対象　全て 10:00 ～ 11:30

日 行　事 場　所

2（金） 赤ちゃん教室・幼児学級合同
ひな祭り会 保健センター

8（木） 赤ちゃん教室（1 歳未満）
閉級式 保健センター

9（金） 幼児学級（1 ～ 4 歳児）
閉級式 伏之前団地集会所

中央保育所園庭開放日
第 2 月曜日　10:00 ～ 11:30

　※変更になる場合があります。
　　あらかじめご了承ください。

種子島産婦人科医院（㉒ 0260）
外来休診日　7 日（水）
土曜日外来診療日（要予約）3 日（土）9:00 ～ 12:00
※土曜診療・水曜休診は 3 月で終了予定です。
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島の四季彩
ノビル（ヒガンバナ科）

【漢字表記】野蒜
【分布】日本全国、朝鮮～中国・台湾
【生育地】適湿の土壌で、日当たり良

好な場所
　ノビルの属するネギ属（ネギ、ニン
ニク、ニラ、タマネギなど）は、かつ
ての形態による分類ではユリ科とされ
ていましたが、進化に基づくＤＮＡによる現在の分
類ではヒガンバナ科に属しています。

　田畑の土手や路傍にふつうに見られる高さ 30cm
位になる多年草で、ラッキョウのような形態で全体
にネギ臭がします。晩春～初夏に 50 ～ 70cm の花茎
を伸ばし、頂部に薄紫色の花が咲きますが、ときに
はむかごだけつくこともあります。
　冬も葉もの野菜に恵まれている西南暖地ではあま
り知名度の高い野草ではありませんが、特に北国で
は、冬～春の美味しい野草として知られ、生のまま
味噌をつけて食べたり、天ぷら・炒め物・和え物や
汁の実などに利用されています。

【写真・資料提供】香月茂樹さん（元薬草試験場長）

屋久島→種子島
7:00 7:50

10:00 10:50
12:00 12:50
16:00 16:50

種子島→屋久島
9:40 10:30

10:55 11:45
12:10 13:05
17:40 18:30

■　夏　ダ　イ　ヤ　■
平成 30 年 3 月 10 日～平成 30 年 9 月 17 日

鹿児島→種子島
7:30 9:05

７:45 指宿宮之浦 10:50
9:10 10:45

10:20 11:55
13:00 14:35
16:00 17:35
17:00 18:35

指宿→種子島
8:30 宮之浦 10:50

種子島→指宿
15:00 16:05

種子島→鹿児島
7:00 8:35
8:00 9:35

9:40 宮之浦 12:35
11:05 12:45
13:05 14:40

15:00 指宿 16:55
17:05 18:40

種 子 屋 久 高 速 船 株 式 会 社

※安房発着
◎は 4 月 28 日（土）～ 5 月 6 日（日）

8 月 4 日（土）～ 8 月 19 日（日）の期間のみ運航

※

※

※

西之表営業所　0997-22-1224 ／ 6 時～ 17 時 30 分
中種子窓口　　0997-27-3663 ／ 9 時～ 17 時※
　　　　　　　　　　　　　　　※日・祝日は休み

◎

◎

◎

◎

がん陽子線治療について
■陽子線治療とは
　陽子線は従来の放射線とは異なり、身体の中を
通過せずに止まる性質があります。また、止まる
位置でエネルギーが最大になるという物理特性が
あり、そのため、身体の中のがん病巣のみを狙い
打ちできるので、まわりの正常組織への影響を最
小限に抑えることが可能です。治療中は痛みや熱
など何も感じることはありません。
■陽子線治療の治療費
　治療の技術料として 288 万 3 千円、その他、
保険診療分の費用を合わせ、約 300 万円かかりま
すが、民間のがん保険や先進医療特約の保険を利
用することが可能です。
① 2016 年 4 月より、小児がんは保険適用になり
ました。
②がんの種類や大きさに関わらず、1 つの腫瘍に
対しての金額となります。
■治療できる疾患
　治療できる主な疾患は、頭頸
部、肺、肝臓、膵臓、腎臓、前
立腺などの固形がんに対して有
効になります。ただし、胃や十
二指腸、大腸などの消化管は対

象外となります。また、多発している場合なども
適応にならない可能性があります。
■特徴やメリット
①治療時の苦痛がほとんどない
②副作用の心配が少ない
③治療は 1 日 1 回・15 分～ 30 分程度
④基本的に入院の必要がない
⑤スケジュール通りに治療が完了できる
■お問い合わせ先
　一般社団法人メディポリス医学研究所
　メディポリス国際陽子線治療センター
　〒 891-0304 指宿市東方 5188 番地
　0120-804-881（患者さん相談窓口）

粒子線がん治療費利子補給事業について
　県では、「陽子線治療」を受けやすい環境を整
備するため、患者さんまたはその家族などが、金
融機関等から治療費の借り入れを行った場合の利
子の一部を助成する制度「粒子線がん治療費利子
補給事業」を行っています。
　詳しくは県のホームページをご覧いただくか、
県地域医療整備課へお問い合わせください。
■お問い合わせ先
　県地域医療整備課099(286)2693


